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（取組の概要） 

本取組は、生活者の視点を持ったものづくりの作り手と豊かな生活者（使い

手）を養成することを目指した。ものづくり教育にあたっては、模擬社会とし

ての大学環境を発想・実践制作・検証の場に利用することにより、制作技術だ

けでなく、モチベーション、使い手の視点、社会への参加意欲やコミュニケー

ション能力等を養成する。経営関連科目の履修、市場調査、異分野の学生によ

る共同制作など融合教育を試み、また、実社会と同スケールの課題設定、大学

が発注者となる模擬の受注制作、競争原理の導入、大学内外の第三者による評

価などを工夫したことによって、履修学生の制作意欲・就業意欲の向上、実社

会からの制作依頼など地域連携の誘発、教員のＦＤへの貢献、さらに大学構成

員全体の大学への愛着心・生活者意識の醸成などの成果があがった。今後は，

地域連携授業やインキュベーション教育事業など取組の範囲を実社会に広げて

いく。 

（採択理由） 

この取組は、高岡短期大学において、「地域の多様な要請に積極的に応え、広く地

域社会に対して開かれた特色ある短期大学を目指すと共に、我が国の短期大学の

今後の運営及び教育研究の改善に資する」という設立趣旨に基づき、「学内を学生作

品で埋めつくそうプロジェクト」を展開し、模擬社会としての大学環境を舞台にした実

践型ものづくり教育を行い、生活者の視点をもったものづくりの担い手（作り手）を育

成すると共に、大学環境の充実によって豊かな生活者（使い手）の育成を目的として

います。 

すでに、平成４年度より「指物法」という授業において学園食堂厨房のスツール作り

を開始し、その後、平成１１年度には「家具製作」「造型工芸実習」「複合造形」等の授

業において、実践型制作と融合教育に重点をおいた授業を展開するようになってい

ます。このような授業形態は新しい形式の教育形態として注目され高く評価さ

れます。また、制作された作品は、複数の教員や第三者によって作品評価とプ

ロセス評価等において評価をされるなど教育的努力が高く認められます。 

教職員によるアンケートの結果で、多くの項目で高得点を得ており、学生が

十分に利益を受けていることがわかります。また、平成８年以来、多くのマス

メディアに取り上げられる等、今後、我が国の大学や短期大学の工学部を中心

としたものづくり教育の参考となることが期待されます。 




